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第1929 回例会

     

                              

 
 

 

環
境
月
間 

令
和
６
年
４
月
４
日
（
木
） 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
65
名 

出
席
計
算
数 59

名
中
49
名
出
席 

出
席
率

83
・
05
％ 

前
々
回
出
席
率

85
・
25
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
第
９
回
大
須
な
う 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式 

★
名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
支
援
金
贈
呈 

★
米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

★
堀
江
国
際
奉
仕
委
員
長 

・
委
員
会
活
動
報
告
（
台
湾
・
記
念
例
会
参
加
）

 

★
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 
Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 
 

「
君
が
代
」「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

会
員
組
織
委
員
会
ゲ
ス
ト 

（
川
合 

美
幸
さ
ん
ご
友
人
） 

テ
イ
ク
オ
フ
株
式
会
社 

取
締
役 

井
上 

真ま
さ

典の
り

さ
ん 

社
会
奉
仕
委
員
会
ゲ
ス
ト 

大
須
商
店
街
連
盟 

会
長 

堀
田 

聖
司
さ
ん 

第
９
回
大
須
な
う
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者 

江
坂 

昌
己
さ
ん
・
野
原 

洋
司
さ
ん 

三
浦 

雄
一
さ
ん
・
佐
々 

基
成
さ
ん 

小
林 

哲
栄
さ
ん
（
小
林
さ
ん
ご
家
族
）    

米
山
記
念
奨
学
生 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

堀
田
会
長
、井
上
さ
ん
、大
須
な
う
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、

よ
う
こ
そ
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。 

丹
下 

富
博 

大
上 

晃
延
・
藤
田 

 

澈 

横
井 

 

衞
・
酒
井 

 

修 

加
藤
已
千
彦
・
林 

 

順
治 

杉
本 

忠
夫
・
河
合 

誠
弥 

肋
骨
骨
折
だ
い
ぶ
良
く
な
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
和
俊 

２
０
０
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
優
勝
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

田
崎 

雅
三 

ゴ
ル
フ
２
０
０
回
記
念
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア

優
勝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
々

木
さ
ん
大
原
さ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
楽
し
い
ゴ
ル
フ
で
し
た
。 

岡
村 

隆
德 

先
日
は
ゴ
ル
フ
例
会
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
楽
し
く

プ
レ
ー
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柗
井 

 

健 

岡
村
さ
ん
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

功 

ロ
ー
タ
リ
ー
ゴ
ル
フ
例
会
、
約
３
か
月

ぶ
り
の
ゴ
ル
フ
で
し
た
が
何
と
94
で
回

る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

吉
田 
隆
彦 

２
０
０
回
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

木
村 

吉
伸 

ゴ
ル
フ
参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

安
江 

 

優 

今
夜
観
桜
会
楽
し
み
で
す
。
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。
今
年
は
き
れ
い
に
咲
い
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

堀
江 

英
弥 

結
婚
記
念
月
で
す
。
桜
が
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
結
婚
記
念
日
の
桜
が
私
の

標
準
桜
で
す
。 

 
 

 

大
原 

敏
正 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。主
人
の
誕
生
月
で
す
。

近
藤 

明
美 

川
合
美
幸
さ
ん
先
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

松
岡 

 

毅 

娘
の
誕
生
月
で
す
。中
学
校
入
学
で
す
。

戸
田 

貴
彦 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 

岡
部 

快
雅 

横
川 

誠
人 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

岩
崎 

征
一 

堀 
 

曜
子
・
加
茂
田
義
幸 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

浅
野 

 

彰 

草
野 

勝
彦
・
飯
田 

昭
夫 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

丹
下 

富
博 

第
９
回
大
須
な
う
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
受
賞
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
後
ほ
ど
表
彰
式
に
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
の
で
、
私
ど
も
の
ク
ラ
ブ

の
例
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
い
よ
い
よ
ハ
ワ
イ
例
会
ま
で

１
週
間
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
新
の
デ

ー
タ
で
は
、
ホ
ノ
ル
ル
は
全
米
で
15
番

目
に
物
価
が
高
い
都
市
で
あ
る
そ
う
で

す
。
今
回
発
表
さ
れ
た
分
析
デ
ー
タ
で

は
、
給
与
の
手
取
り
金
額
の
50
％
を
生

活
必
需
品
に
、
30
％
を
娯
楽
に
、
20
％

を
借
金
返
済
や
貯
蓄
、
投
資
に
充
て 

 

る
「
50:

30:
20
予
算
」
を
推
奨
し
て
お

り
、
こ
れ
を
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る

家
計
の
黄
金
比
率
と
呼
ぶ
よ
う
で
ア
メ

リ
カ
の
議
員
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ 

ン
氏
が
提
唱
し
、
近
年
海
外
で
は
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
比
率
を
基
に
全
米
の
主

要
99
都
市
の
状
況
を
比
較
。
ホ
ノ
ル
ル

で
「
快
適
な
生
活
」
を
お
く
る
た
め
に 

 

必
要
な
収
入
は
、独
身
者
の
場
合
、年
収

$
1

1
1

,9
0

4

（
１
，７
０
０
万
円
）
／

時
給$

5
3

.8
0

（
８
，０
７
０
円
）
で
、

４
人
家
族
の
世
帯
の
場
合
は
年
収

$
2

9
9

,5
2

0

（
４
，５
０
０
万
円
）
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

労
働
統
計
局
が
発
表
し
て
い
る
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
ホ
ノ
ル
ル
の
平
均
時
給
は

約$
3

0

（
４
，５
０
０
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
米
99
都
市
の
う
ち
、
最
も
物

価
の
高
い
都
市
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、

同
都
市
で
快
適
に
暮
ら
す
に
は
時
給

$
6

6
.6

2

（
１
万
円
）
が
必
要
と
な
っ
た

ほ
か
、次
い
で
時
給$

6
5

.7
4

の
サ
ン

ノ
ゼ
、時
給$

6
9

.9
6

の
ア
ー
バ
イ
ン

が
ト
ッ
プ
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

米
国
の
主
要
都
市
で
持
続
可
能
な
快
適

さ
を
得
る
に
は
、
個
人
が
平
均
し
て

$
9

6
,5

0
0

（
１
，５
０
０
万
円
）
の
年

収
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
日
本
に
置
き
換
え
る
と
総
務

省
統
計
局
が
公
表
す
る「
家
計
調
査 

家

計
収
支
編
」
で
は
、
２
０
２
２
年
に
お

け
る
３
人
家
族
の
生
活
費
の
月
平
均
は

約
31
万
円
。
こ
れ
を
生
活
必
需
品
の

50
％
と
考
え
る
と
、
娯
楽
に
月
18
万

５
千
円
、
貯
蓄
に
月
12
万
円
と
す
る
と

1651 



 - 2 -

合
計
61
万
５
千
円
で
す
。
こ
れ
は
手
取

り
で
す
の
で
額
面
年
収
で
約
１
千
万
円

が
必
要
で
す
が
、
こ
の
年
収
を
得
て
い

る
世
帯
は
日
本
で
は
全
体
の
５
・
４
％

の
み
で
す
。
米
国
の
主
要
都
市
で
持
続

可
能
な
快
適
さ
を
得
る
に
は
、
個
人
が

平
均
し
て$

9
6

,5
0

0
（
１
，５
０
０
万

円
）
の
年
収
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
れ

ば
、
日
本
で
は
さ
ら
に
下
が
り
全
世
帯

の
３
・
６
％
の
み
に
な
り
ま
す
。 

ハ
ワ
イ
に
行
く
前
に
何
だ
か
み
み
っ

ち
い
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
一
同
ハ
ワ
イ
を
満
喫
し
て
き

ま
す
の
で
、
４
月
10
日
の
例
会
で
は
日

米
で
画
面
を
と
お
し
て
お
会
い
で
き
ま

す
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
９
回
大
須
な
う 

 
 

 
 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式 

社
会
奉
仕
委
員
会 

大
原 

敏
正 

多
種
多
様
な
人
々
が
訪
れ
る
、
歴
史

と
庶
民
の
街
〝
大
須
〟
を
舞
台
に
、「
今 

こ
の
街
に
流
れ
る
大
切
な
何
か
」
を
テ

ー
マ
に
写
真
を
募
集
し
、
優
秀
な
作
品

を
表
彰
す
る
「
大
須
な
う
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
し
た
。

 

       

第
９
回
と
な
る
今
回
は
、
令
和
６
年

１
月
９
日
か
ら
２
月
19
日
ま
で
の
応
募

期
間
に
、
総
数
１
１
０
点
に
達
す
る
ご

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
上
、
特

賞
、優
秀
賞
２
点
、大
須
観
音
宝
生
院
賞
、

大
須
商
店
街
連
盟
賞
、
佳
作
３
点
の
計

８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

５
名
の
受
賞
者
が
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、

本
日
の
例
会
で
表
彰
式
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
お
一
人

ず
つ
に
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
丹
下
富
博
会

長
、
大
須
商
店
街
連
盟
堀
田
聖
司
会
長

よ
り
表
彰
状
と
賞
金
を
お
渡
し
し
、
会

員
皆
で
拍
手
を
お
送
り
し
ま
し
た
。 

各
賞
は
次
の
通
り
で
す
。
受
賞
者
の

皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

入
賞
作
品 

特  
 

賞 

「
み
ん
な
幸
せ
に
な
～
れ
」 

三
井 

涼
介
さ
ん 

優 

秀 

賞 

「
め
で
タ
イ 

め
で
タ
イ
」 

江
坂 

昌
己
さ
ん 

「
笑
顔
で
福
を
ふ
り
ま
く
七
福
神
」 

野
原 

洋
司
さ
ん 

大
須
観
音
宝
生
院
賞 

「
境
内
に
桜
さ
く
」 

國
本 

三
郎
さ
ん 

大
須
商
店
街
連
盟
賞 

「
お
い
ら
ん
２
０
２
３
」 三

浦 

雄
一
さ
ん 

佳  
 

 

作 

「
福
は
内
・
福
は
内
」 

佐
々 

基
成
さ
ん 

「
大
須
の
火
消
し
の
心
意
気
」 

 
 

小
林 

哲
栄
さ
ん 

「
躍
動
の
夏
」 

 
 

 

Ｏ
．
Ｋ
．さ
ん 

 

名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
支
援
金
贈
呈 

社
会
奉
仕
委
員
会 

大
原 

敏
正 

当
ク
ラ
ブ
が
２
０
１
９
年
３
月
14
日

に
提
唱
し
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
よ
り
認

証
を
受
け
て
結
成
さ
れ
た
「
名
古
屋
大 

須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
」
へ
活
動
支
援
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。「
大
須
案
内
人
」
は
、

大
須
商
店
街
に
属
す
る
名
所
旧
跡
・
神

社
仏
閣
と
と
も
に
大
須
商
店
街
の
案

内
・
紹
介
等
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
で
、
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
２
０
１
０
年
３
月
か
ら
大

須
商
店
街
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
拠
点

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
観
光
の
街
と

し
て
大
須
地
域
発
展
の
た
め
に
末
永
く     

活
動
で
き
る
よ

う
、
提
唱
ク
ラ

ブ
と
し
て
の
継

続
し
た
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

（
原
稿
は
次
号
以
降
に
掲
載
致
し
ま
す
。）

  

 

国
際
奉
仕
委
員
会
活
動
報
告 

「
友
好
ク
ラ
ブ
・
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ 

15
周
年
記
念
例
会
参
加
報
告
」 

国
際
奉
仕
委
員
長 
堀
江 

英
弥 

 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
40
周
年
記
念
祝

賀
会
に
25
名
で
ご
参
加
い
た
だ
い
た
桃

園
西
門
Ｒ
Ｃ
の
15
周
年
記
念
例
会
に
、

ま
だ
肌
寒
さ
を
感
じ
る
３
月
23
日
か
ら

25
日
ま
で
、
丹
下
会
長
は
じ
め
６
名
で

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

セ
ン
ト
レ
ア
か

ら
９
時
50
分
チ

ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ

ン
で
出
発
し
、
12

時
15
分
に
台
湾

桃
園
空
港
に
降
り

立
ち
、
出
迎
え
に

来
て
く
れ
た
桃
園

西
門
Ｒ
Ｃ
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
記

念
写
真
に
納
ま
り
、

相
手
メ
ン
バ
ー
の

車
２
台
に
分
乗
し

て
台
北
観
光
に
向

か
い
ま
し
た
。
初

め
に
台
湾
で
一
番

古
い
お
寺
で
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
の
龍

山
寺
を
訪
れ
、
お 

み
く
じ
や
仏
様
の
説
明
を
受
け
、
近
く

の
夜
市
を
散
策
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歴

史
あ
る
中
正
記
念
堂
を
見
学
の
後
、
台

北
１
０
１
を
車
窓
か
ら
見
学
し
て
、
宿

泊
す
る
桃
園
の
福
容
ホ
テ
ル
へ
向
か
い

ま
し
た
。
夕
刻
か
ら
は
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ

の
メ
ン
バ
ー
・
家
族
10
数
名
の
歓
迎
を

受
け
、
大
い
に
杯
を
交
わ
し
相
互
の
親

睦
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

翌
24
日
は
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
出

迎
え
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
車
に
分
乗

し
て
、
林
口
第
一
ゴ
ル
フ
場
で
楽
し
く

更
な
る
友
情
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
は
夕
刻
か
ら
桃

園
西
門
Ｒ
Ｃ
15
周
年
記
念
例
会
会
場

に
向
か
い
ま
し
た
。 

会
場
は
大
き
な
ホ
ー
ル
で
、
親
ク
ラ

ブ
の
西
Ｒ
Ｃ
や
中
山
Ｒ
Ｃ
、
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
Ｒ
Ｃ
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
・
家
族
１

８
０
名
く
ら
い
が
参
加
し
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ビ
ア
ン
会
長
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
・
特

別
代
表
と
続
き
、
丹
下
会
長
祝
辞
と
繋

が
り
表
彰
な
ど
で
例
会
が
終
了
し
ま
し 

た
。
例
会
後
は
元
歌

手
の
メ
ン
バ
ー
の
歌

や
楽
器
演
奏
な
ど
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

25

日
も
早
朝
よ

り
新
竹
再
興
ゴ
ル
フ

場
に
５
名
で
向
か
い

ま
し
た
。
驚
い
た
こ

と
に
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
２
名
の
出

迎
え
を
受
け
一
緒
に

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
終
了
後
桃
園

空
港
か
ら
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。 

３
日
間
に
渡
り
国

際
交
流
が
出
来
、お
互

い
に
友
情
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

４
月
18
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

地
区
研
修･

協
議
会
報
告 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
小
澤 

幸
男 

松
本 

哲
朗
・
桑
山 

光
俊 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


